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通
詞
・
堀
達
之
助 

 
 

嘉
永
六
年
六
月
三
日
、
浦
賀
沖
へ
来
航
し
た
ペ
リ
ー
提
督
が
率
い

る
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
に
最
初
に
接
触
し
た
の
は
、
浦
賀
奉

行
所
与
力
・
中
島
三
郎
助
と
通
詞
の
堀
達
之
助
で
あ
っ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ペ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
軍
艦
へ
日
本
人
が
乗

艦
す
る
こ
と
を
か
た
く
な
に
拒
否
し
て
い
た
が
、
中
島
と
堀
に
乗

艦
を
許
可
し
た
背
景
に
は
、
堀
が
発
し
た
「
Ｉ 

ｃ
ａ
ｎ 

ｓ
ｐ

ｅ
ａ
ｋ 

Ｄ
ｕ
ｔ
ｃ
ｈ
」
と
英
語
で
呼
び
か
け
た
こ
と
で
、
英
語

を
し
ゃ
べ
る
日
本
人
が
い
る
こ
と
に
少
し
驚
き
、
交
渉
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。 

 

堀
は
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
、
長
崎
通
詞
・
中
山
作
三
郎
武

徳
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
少
時
は
建
之
助
と
い
た
。
四
歳

の
こ
ろ
か
ら
義
兄
の
西
吉
兵
衛
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
天
保
四

（
一
八
三
三
）
年
に
は
稽
古
通
詞
手
代
、
六
年
に
は
稽
古
通
詞
と

な
っ
て
い
る
。
稽
古
通
詞
と
は
通
詞
見
習
い
の
こ
と
で
あ
り
、
稽

古
通
詞
に
な
る
と
多
少
は
手
当
が
も
ら
え
た
が
、
堀
の
手
当
の
支

給
額
は
他
と
比
べ
る
と
少
し
高
い
。
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
に

堀
フ
サ
と
結
婚
、
翌
年
に
は
小
通
詞
末
席
へ
と
昇
格
し
て
い
る
。

結
婚
と
「
堀
」
の
姓
を
名
乗
る
ま
で
に
は
、
少
し
時
間
が
あ
る
。 

 

十
九
世
紀
に
入
る
と
、
異
国
船
が
江
戸
湾
沿
岸
で
頻
繁
に
目
撃

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
実
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
は
浦
賀

沖
へ
イ
ギ
リ
ス
が
来
航
し
た
。
こ
の
時
、
江
戸
の
天
文
方
か
ら
通

詞
が
浦
賀
へ
到
着
す
る
ま
で
に
数
日
か
か
っ
て
い
る
。
特
に
天
保

十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
異
国
船
対
策
が
「
無
二
念
打
払
い
令
」

を
や
め
「
薪
水
給
与
令
」
に
し
て
か
ら
は
、
江
戸
湾
警
備
を
増
強

し
た
。
そ
の
対
応
策
の
一
環
で
あ
ろ
う
か
、
天
保
十
四
年
か
ら
長

崎
通
詞
の
浦
賀
常
駐
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
長
崎
通
詞
の
常
駐
に
よ

っ
て
、
異
国
船
が
来
な
い
間
に
通
詞
か
ら
聞
く
西
洋
事
情
が
、
こ

の
後
の
異
国
船
来
航
対
策
に
ど
れ
ほ
ど
役
に
立
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。 

 

堀
は
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
に
浦
賀
詰
め
を
言
い
渡
さ
れ
、

翌
年
閏
五
月
の
ビ
ッ
ド
ル
来
航
の
際
に
は
、
ビ
ッ
ド
ル
側
か
ら
示

さ
れ
た
英
文
を
和
訳
し
て
お
り
、
ま
た
、
和
文
英
訳
も
行
っ
て
い

る
。
こ
の
英
文
和
訳
・
和
文
英
訳
は
、
日
本
人
が
英
語
と
の
関
わ

り
の
も
っ
と
も
古
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
い
え
ば
、
ビ
ッ
ド
ル
来
航
は
、
通
詞
・
堀
達
之
助
が
歴

史
史
料
に
現
れ
た
最
初
の
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。 



 
で
は
堀
は
ど
こ
で
英
語
を
習
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
崎
で
は

ア
メ
リ
カ
人
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
英
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
通
詞

が
多
く
、
堀
も
数
多
く
の
本
で
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
習
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
た
が
、
堀
の
ご
子
孫
で
あ
る
堀
孝
彦
氏
が
著
し
た
『
英

学
と
堀
達
之
助
』
や
『
開
国
と
英
和
辞
書
』
で
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

か
ら
の
教
え
を
受
け
た
の
で
な
く
、
独
学
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。 

 

堀
と
浦
賀
の
つ
な
が
り
は
ビ
ッ
ド
ル
来
航
時
が
最
初
で
、
次
は

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
浦
賀
奉
行
の
戸
田
氏
栄
と
浅
野
長
祚

が
連
名
で
、
堀
の
浦
賀
常
駐
の
延
期
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
願
い
は
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
翌
年
に
は
浦
賀
へ
戻
っ
て

き
た
堀
は
、
幕
府
の
書
庫
に
あ
っ
た
『
野
戦
砲
術
書
』
の
原
本
を

借
り
受
け
、
こ
れ
を
翻
訳
し
、
浦
賀
奉
行
・
浅
野
長
祚
が
序
を
書

き
、
中
島
三
郎
助
と
香
山
栄
左
衛
門
が
校
訂
を
し
て
『
大
砲
使
用

説
』
と
い
う
本
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
本
が
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
は
、
翻
訳
者
の
名
が
堀
徳
政
と
な
っ
て
い
た
の

で
、
見
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
本
の
関
係
者
で
、
ペ
リ
ー
来
航

に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
連
携
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
「
偽
副
奉
行
」
や
「
偽
奉

行
」
発
言
が
飛
び
出
し
て
も
、
対
応
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
て
み
る
と
ペ
リ
ー
来
航
は
浦
賀
奉
行
所
と
し
て
も
絶
好
の
ス

タ
ッ
フ
の
時
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
（
了
） 

 


